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＜連絡事項＞

· 学会の抄録を来週まで提出する予定。来週のカンファの時間に一度話し合いを行っていき、担当者を決めていく。

＜外来情報＞

· 久保　興介　様～来週、免許交付との事。「兄が使っていた車でドライブがしたい。気分の波はあ

るが、なんとか出来ている」との事。

· 関口　　禅　様～料理は、毎日作っているとの事。なれてきたせいか、食欲はない。

· 島浦　美千男様～日常生活は行えているとの事。今回の採血では、血糖値が悪く、来週、再度採血

を行う。

· 伊藤　雄一　様～18時～20時までが一番ぐっすり寝れるとの事。深夜から朝までは、自由に使え

る時間と話す。本人、退所に向かって少しずつ生活リズムを整えていかないとと話している。主治医より入院時は、きちんと出来ていたので少しずつ入院時の生活リズムへ近づけるようにしましょうと伝えている。

· 沢田　三郎　様～今の生活は馴染んだと話している。

· 田名部　一樹様～酒を飲む代わりに、今は、0カロリーのジュースを飲んでいるとの事。また、薬

のせいか喉が渇くと話す。薬の内容・量から、薬のせいではない事、0カロリーのジュースの飲みすぎない事、バランスの良い食事をするよう主治医から伝えている。

· 北嶋　　剛　様～異変を感じたら薬を飲むようにしている。自分では、治したいと思っている。主

治医より、頓服に関しては、処方量であれば使っていい事説明している。

· 村田　昭一　様～自分のペースで出来ている。風邪は、少しずつ良くなっているとのこと。

· 横町　　浩　様～時折、ボーっとするが、座ると治ると話している。

· 関　　秀治　様～寝つきが悪く寝るのに時間がかかったと話す。目は、良くなったとの事で今後も

点眼薬継続処方。

＜利用者様情報＞

· 細越　定生様～昨日、作業療法終了後、道具の片付けをするよう声がけされた事に対し不機嫌にな

り、「なんで年下で何の権威もない人に言われないといけないんだ。デイケアのルールはどこにも書かれていないじゃない」と話し、他スタッフが介入すると「あんだには、関係ないじゃない。」など声を荒げて話されている。本日、本人からスタッフに謝って来られ、昨日の事について振り返っている。デイケアのルールがハッキリ明示されていない為、昨日のような行動になってしまうとの事。

⇒今後の対応としてデイケアのルールを明記したものを準備し、スタッフ間でも統一して行っていく。

· 沢田　三郎様～週1回　（金曜日）利用日となっています。家での様子では「自由でいい」と笑顔

で話していたとの事。他者との交流も適度にもたれている。服薬も忘れずに出来ているとの事。

⇒今後、本人のペースに合わせて、徐々に利用日を増やしていく予定。

· 駒目　翔　様～昨日、本日利用日ではないが、日赤受診後に来所。プログラム参加後、午後のプロ

グラム参加状況を確認したところ「その辺をみてました。」という為、欠席でも来所しているのであればプログラムに参加するよう説明。「今日は利用日じゃないです。○○さんと話すとイライラする。」と話されている。特定職員にのみ不機嫌となる事があり、加えて、常にイライラしている状態であるとも話している。変薬後より、本人からイライラするとの訴えが多く聞かれている。

また、本人の趣味を他者に押し付けてしまう傾向にある。そのことが原因で、他者から迷惑に思われていることについて助言しているが、うまく振り返ることが出来ず、同様の行動をしてしまい、集団から孤立している様子伺える。

⇒今後も他者と適度な距離が保てるように、スタッフが介入していき、本人が通所を利用している目的を再度、確認を行っていく。

＜プログラムテキスト確認＞

～日常生活動作（料理）～

· 講義ばかりではなく、現物を使った実技指導メインに行っていった方が良いのではないか。（実際に米を炊く、電子レンジを使ってみるなど）

· 一通り基本動作の勉強が終了したら、昼食の材料のみを発注し、調理実習を行う。

· 昼食準備の際、技術力の高いグループは、通常のレシピ通りではなく、その決められた材料を使って自分達でレシピや献立を作ってもらう。

· 昼食準備の前に、献立作成やレシピや手順の確認としての時間を1～2枠設けてはどうか。










